
○　目的

○　事業概要
・令和4年度 施設の実態把握調査
・令和5年度　　　基本方針の検討

長寿命化計画の策定

【債務負担行為：令和４～５年度　２０，０００千円】

事業内容

1370
1350
0571

令和４年度　当初予算主な事業

福祉施設等長寿命化計画策定事業

担当所属名 直通電話番号

64
64
62

健康福祉部　健康福祉政策推進室
輝くこども未来室

市民部　人権啓発推進課
(三山木福祉会館)

事業名

予算額

-
－
－

新規【債務負担行為】20,000千円

＜対象施設＞
社会福祉センター、３つの児童館、２つの高齢者施設、保健セン
ター、　４つの保育所、三山木福祉会館、南山学園

新規・拡充
継続の別

　福祉施設等の維持管理や改修等の施設整備に関する中長期の具体的方
針を示し、整備コストの縮減や財政コストの平準化を図るとともに、地
域の方が安全・安心で継続的に利用できるような施設の実現を目的とし
て福祉施設等長寿命化計画を策定する。



○　目的と概要

○　事業イメージ図

担当所属名 健康福祉部　社会福祉課 直通電話番号 64 － 1371

事業内容

　認知症の高齢者や障がいのある人など、判断能力の不十分な方々を保
護、支援する成年後見制度利用促進の一環として、地域での日常生活を
社会全体で支える仕組みを整備するため、「中核機関（成年後見ステー
ション）」を設置して関係団体や専門職団体等との連携を図るなど、権
利擁護のための地域連携ネットワークの構築を進める。

予算額 659 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和４年度　当初予算主な事業

事業名
成年後見制度利用促進事業

（権利擁護に係る地域連携ネットワークの構築）



○　目的

○　事業概要

担当所属名 健康福祉部　社会福祉課 直通電話番号 63 － 1127

　生活保護受給世帯を含む生活困窮世帯に見られる「貧困の連鎖」を防
止するため、当該世帯の児童・生徒を対象に学習支援事業を行う。
　併せて、居場所づくり、日常生活の支援、親への養育支援などを通じ
て、子どもの将来の自立に向けたきめ細やかで包括的な支援を推進す
る。
　従来の事業実施の拠点は、新田辺駅近辺の中部拠点のみだったが、令
和４年度から事業の定員を増加させるとともに南部に拠点を設け、これ
まで以上に事業の充実を図る。

【拡充内容】

・日常生活習慣の形成
　生活習慣の助言や実践を行うことにより、親の不在や養育力の不足等
により十分な日常の生活習慣等が身についていない子どもへの支援を図
る。

・社会性の育成
　親や家族以外の人と接する機会の少ない子どもに対して助言すること
により、他人との接し方が身につくよう支援を図る。

・子どもの養育に必要な知識の情報提供等
　子どもの養育に関する知識や情報が十分でない保護者に対して助言や
情報提供を行うことにより、子どもの育成環境の改善を図る。

・巡回支援等を通じた世帯全体への支援
　子どもの進学や生活環境の改善に資する制度の知識や利用方法が分か
らないと言った保護者に対する助言等、世帯全体への支援を行うことに
より、子どもの育成環境の改善を図る。

【債務負担行為：令和４～６年度　２０，１００千円】

事業内容

予算額 12,609 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 子どもの学習・生活支援充実事業



○　目的

　

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 ひきこもり支援事業

予算額 5,770 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　ひきこもり状態にある方やその家族が相談しやすい環境をつくり、対
象者の状況に応じた社会参加を促進するために必要な支援を提供する。

・ひきこもり状態にある人やその家族等に対する相談支援の実施
・対象者が安心して過ごすことのできる居場所づくり等、社会参加に向
けた支援の実施
・ひきこもり支援に関するネットワークの構築と情報の発信

担当所属名 健康福祉部　社会福祉課 直通電話番号 63 － 1127



○　目的

○　事業概要

【債務負担行為：令和４～５年度　３，６００千円】

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 自殺対策計画策定事業

予算額 2,629 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　平成２８年に自殺対策基本法が改正され、同法第１３条第２項において全
ての市町村に自殺対策計画の策定が義務付けられたことから、平成３１年３
月に「京田辺市“生きる”支援計画－京田辺市自殺対策計画」の策定を行っ
た。
　本計画の期間が、令和５年度に終了することから、令和４年度に次期計画
策定のためのアンケート調査、分析等の業務をコンサルタント業者に委託を
行い、実施する。そのアンケート結果も踏まえて、令和５年度に自殺対策計
画の策定を行う。

令和４年度
・アンケートの設問設計
・アンケート集計、分析、調査研究
・アンケート調査結果報告書の作成
令和５年度
・現況把握（現状と課題の整理・分析）
・関係団体に対する調査
・課題の整理・抽出
・重点施策目標及び数値目標の検討
・計画骨子案・素案の作成
・パブリックコメントの実施
・計画策定委員会の運営
・成果品とりまとめ

担当所属名 健康福祉部　障がい福祉課 直通電話番号 64 － 1372



○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 障がい者就労の新たな仕組みづくり

予算額 288 千円 新規・拡充
継続の別 新規

　田辺公園を拠点として、市内の就労支援事業所を利用している障がいのあ
る人が公園の管理運営に携わることで、習得した技術を生かし、農家や一般
企業等へ就職することを目指す。

　府農業総合試験場跡地を活用した公園整備について、農福連携をテーマに
子どもから高齢者、障がいのある人など、全ての市民が参加し交流する緑の
拠点として、また、公園の管理や運営に障がいのある人が関わることで、将
来の社会的自立に向けた就労訓練・支援の場として活用を図る。
　その就労訓練の場を最大限に活用するため、調整機関が公園の指定管理の
事業者と就労支援事業所との橋渡し(コーディネート)をおこない、障がいの
ある人の社会的自立を促進する仕組みを構築する。

事業内容

担当所属名 健康福祉部　障がい福祉課 直通電話番号 64 - 1372



○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 地域子育て支援センター松井山手での一時預かり事業

予算額 6,257 千円 新規・拡充
継続の別 新規

担当所属名 健康福祉部　子育て支援課 直通電話番号 64 －

事業内容

1376

　地域の子育て家庭に対し、よりきめ細やかな支援を実施するため、駅
周辺で利便性の高い商業施設内に移転する地域子育て支援センター松井
山手で一時預かりを実施する。

　地域子育て支援センター松井山手において、保護者が併設する多目的
ルームでの講座受講時や商業施設での買い物時などに短時間（２時間程
度まで）の預かりを実施する。



○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 多目的ルーム（はぐはぐルーム）運営事業

予算額 30,436 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　妊娠・出産・子育て期において切れ目なく、きめ細かい支援を行う子
育て支援の拠点となる施設として、各種子育てに関する講習会等の実施
や気軽に立ち寄り相談できる体制を整えることにより、子育て世帯への
総合的な支援を強化する。

　利便性の高いＪＲ松井山手駅周辺エリアの商業施設に移転する「地域
子育て支援センター松井山手」に併設するホールにおいて、妊娠・出
産・子育て期において切れ目なく、きめ細かい支援を行う子育て支援の
拠点となる施設として、各種子育てに関する講習会等を実施する。ま
た、保育士等が常駐することにより、いつでも気軽に子育てに関する悩
みなどの相談ができる体制を整える。

【主な実施事業】

　・子育てに関する講習会等
　　パパママセミナー、離乳食教室、子育て講習会等

　・親子教室
　　同年代の親子で交流を深めたり、子どもへの関わり方、遊び方等を
　　楽しく体験できる教室の実施

　・子育てに関する相談
　

　

担当所属名 健康福祉部　子育て支援課 直通電話番号 64 － 1377



○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 屈折検査導入事業（幼児視覚検査）

予算額 2,915 千円 新規・拡充
継続の別 新規

担当所属名 健康福祉部　子育て支援課 直通電話番号 64 －

事業内容

1377

子どもの目の機能は３歳頃までに急激に発達し、６～８歳くらいま

でにほぼ完成する。３歳６か月児健康診査において、弱視や目の異常

が見逃されると治療が遅れ、将来にわたり十分な視力が得られないこ

とがあり、より精度の高い視覚検査の実施は重要であり、視力検査に

加え屈折検査を導入し視覚異常を早期発見することを目的とする。

本事業は、３歳６か月児健康診査の会場で対象者全員に屈折検査機器を

使用し実施する。

【対象者】
本市に住所を有する満３歳を越え満４歳に達しない幼児

【事業内容】
３歳６か月児健康診査での視力検査に加えて、屈折検査を実施する。屈

折検査で異常が認められた場合には、視力検査・問診で異常がない場合に
も精密検査受診勧告の対象となる。



○　目的

　

担当所属名 健康福祉部　高齢者支援課 直通電話番号 63 － 1268

事業内容

　今後も増え続ける認知症当事者やその家族が安心して住み慣れた地域
で暮らし続けていくために、ひきこもりがちや不活発になりがちな認知
症高齢者を対象に、運動や社会参加の機会をつくり、地域の人からの支
援を受けながら在宅生活を継続する仕組みを構築することを目指す。
　下記の事業については相互に連携しながら実施する。

○支援拠点づくり事業
【　事業概要　】
　認知機能の低下が見られる高齢者や認知症と診断を受けた高齢者及び
その家族と、認知症サポーター養成講座を受講したボランティア等との
交流を図る。

○認知症体操教室
【　事業概要　】
　認知機能に低下が見られることで引きこもりがちとなる高齢者を対象
に体操教室を通じて運動を継続し、認知・運動機能の維持向上を図る。

予算額 4,248 千円 新規・拡充
継続の別 新規

令和４年度　当初予算主な事業

事業名
認知症の人の在宅生活支援事業

【介護保険特別会計】



○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名
新型コロナウイルス感染症に係る自宅待機者等食料等
支援事業

予算額 10,491 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　新型コロナウイルス感染症により自宅で療養される方や濃厚接触者と
なり自宅待機を求められた方を対象に、当面の食料等を配送することで
自宅での療養や生活の継続を支援する。

対象者　：
　市内に居住者、親族や知人から支援を受けることが困難な方
　① 保健所又は医療機関等による検査で陽性判定を受けた自宅療養者
　② 保健所により濃厚接触者として自宅待機を求められた方
支援内容：３日分相当の食料等を対象者１人につき１パック（１回）
費用　　：無償（商品３５００円相当＋配送料）
期間　　：令和４年４月１日～７月３０日
申込方法：京田辺市新型コロナウイルスワクチンコールセンター
　　　　　受付は、平日の９時～１７時
事業委託：（公社）京田辺市シルバー人材センターにおいて購入・
　　　　　梱包・ワンコインサービス事業を利用して配送

担当所属名 健康福祉部　健康推進課 直通電話番号 64 － 1335



○　目的

○　事業概要

○　実施方法

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 ＨＰＶワクチンキャッチアップ等接種事業

予算額 75,357 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

接種対象者：＜再開分＞
　　　　　　　小学６年相当から高校１年相当までの女子
　　　　　　　※標準的接種･･･中学１年相当～高校１年相当までの女子
　　　　　　＜キャッチアップ分＞
　　　　　　　令和４年度中に１７歳～２５歳になる方
接種回数　：３回／人
実施時期　：通年
接種場所　：委託医療機関
勧奨方法　：中学１年及び高校１年相当対象者へ接種済証・予診票を個
　　　　　　別通知する

　子宮頸がんの発症に関係するヒトパピローマウイルス（１６型、１８
型）の感染を予防し、子宮頸がん罹患者数が減少することを目的とす
る。

　国の積極的勧奨が再開されたＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス感染
症）ワクチン接種について、対象者（令和４年度中に１２歳～１６歳に
なる方）への個別通知により接種率の向上を図るとともに、積極的勧奨
の差し控えにより接種機会を逃した方に対し、公平な接種機会を確保す
るため、時限的に従来の定期接種の対象年齢を超えて接種を行う。（令
和４年度中に１７歳～２５歳になる方）

担当所属名 健康福祉部　健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

事業内容



○　目的

○　事業概要

○　実施方法

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 風しんの抗体検査及び風しんの第５期定期接種延長事業

予算額 17,557 千円 新規・拡充
継続の別 継続

　風しんの感染による重症化及び先天性風しん症候群の発生を予防する
ため、風しんの抗体検査及び予防接種を実施する。

　令和元年度から３年度までの３年間、風しんの抗体保有率が低い昭和
３７年４月２日から昭和５４年４月１日の生まれた男性を対象に風しん
の抗体検査を実施し、十分な量の抗体がない者に風しんの第５期定期接
種を実施。接種率をさらに向上することを目的に令和４年度も延長し実
施する。

　対象者にクーポン券を発行し、医療機関または特定健診や職場健診で
風しんの抗体検査及び予防接種を実施する。

担当所属名 健康福祉部　健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

事業内容



○　目的

○　事業概要

○　実施方法

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 高齢者肺炎球菌予防接種事業

予算額 4,718 千円 新規・拡充
継続の別 継続

　接種希望者は市へ申し込みを行い、協力医療機関で個別接種をする。
　自己負担額は２，５００円（非課税世帯等は無料）。
　他府県等で接種した場合は還付により費用の助成を行う。

　高齢者肺炎球菌ワクチンを接種することで、高齢者肺炎球菌による重
症化及び死亡者数の減少を図る。

　平成２６年度から65.70.75.80.85.90.95.100歳及び60～64歳で心臓・
腎臓もしくは呼吸器の機能などに障害のある者を対象に、国の定期接種
として本事業を実施。接種率をさらに向上させる目的に令和４年度も延
長し実施する。

担当所属名 健康福祉部　健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

事業内容



令和４年度　当初予算主な事業

事業名 新型コロナウイルス感染症予防接種事業

予算額 571,053 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

〇目的
　予防接種法や新型インフルエンザ等対策特別措置法に規定されている伝染の
おそれがある疾病の発生及びまん延を予防するための予防接種を国の主導のも
と、身近な地域において接種が受けられる仕組みを構築し、円滑に実施するこ
とを目的とする。

〇事業概要
（１）事業内容
　　　京田辺市民が京田辺市内で追加接種（３回目接種）ができるように接種
　　体制を整備・確保し、ワクチン接種（集団または個別接種）を実施する。
　　　また、５歳から１１歳の子どもにもおいては、同様に１回目・２回目が
　　接種できるように接種体制を整備・確保し、ワクチン接種を実施する。
　　（接種券の郵送、接種会場の確保や運営など）
　
（２）対象者
　　追加接種（３回目接種）：２回目接種完了後、６か月以上経過し、
　　　　　　　　　　　　　　接種日時点で１８歳以上の者
　　初回接種（１回目・２回目接種）：５歳から１１歳の者
　　　　　　　　　　　　　　　　　※１２歳以上の１回目・２回目未接種者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を含む。
　　（原則、居住地において接種を受けられることとし、接種を受ける日に、
　　住民基本台帳に記録されている者が対象。）

（３）実施期間
　　　令和４年４月１日～令和４年９月３０日予定
　　　（※ただし、国の方針により変更となる場合がある。）

（４）実施場所
　　　個別接種会場・・・市内医療機関
　　　集団接種会場・・・田辺病院のほか、臨時会場
　
 

担当所属名
健康福祉部　健康推進課

新型コロナウイルスワクチン
接種対策室

直通電話番号 34 － 1965



○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 大腸がん検診受診率向上のための環境整備事業

予算額 1,453 千円 新規・拡充
継続の別 新規

　大腸がん検診受診率向上により、がんの早期発見・早期治療を目指
し、大腸がんによる死亡率を減少させる。

　市への申し込みは不要とし、直接協力医療機関窓口に申し出ること
で、大腸がん検診が受検できるよう環境整備を行う。

担当所属名 健康福祉部　健康推進課 直通電話番号 64 － 1335

事業内容


